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議生寄内腸のザ、
シ

若園 武

〈北海道大串農接部動物里件数室〉

フア

Some parasites in the intestine of a seal， 

Phoca viれllinαLinnaeus，1758. 

By . Takeshi Wakazono 

〆 (Zoologicalrnstitute， Faculty of Agriculture， Hokkaido University) 

Krabbe， 1878年の幼体に封して命名し，後 1851年

に Diesingによって海産魚類に寄生する紘品類の

幼体をこ含む Agamonemaなる 11属中に配せらたも

のである。今回著者の得たものも亦幼型で腸に官

嚢をこ有するのが特徴で，頭部には 3伽iの辱を有し

晶体の大きさ及び形態は第 1去主主びに第 1闘

に示す如くである。

昭和 25年 5月1頭のプイリアザラシ Phoca-

vitulina が北海道官蘭沿;-.;~に打ち上げられp 民間人

によって数週間飼育された後に北大博物館に寄慰

されたが，短期間飼育された後雑死した。著者は

その腸内より Nematoda，Trematoda， Cestoda， Aca-

nthocephala各 1種，個休童文は夫々 δ，44，1， 2を得

たのでととに報背ずる。但し Cestodaに就ては狛

同定未完成の詩後日の報告に譲るとととする。 Ascaris cα:psular仰の測定値第 1表
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Asc仰・iscapsularin Rudolphi， 1802 

Syn: Agamonema capsularia Diesing 1851 

本種は Rudolphiが 1802年 Porrocaecumdecipiens 

1) 

(単位 mm)

本屈は 1809年に Rudolphiによって創設せら

れたもので， 本種の外形は箆形欣を旦し， 休長

3.866~ 1.599 mm，体脳 0.533~0.399 mmである。

副冠は腎臓形を呈し，頭冠歯赫は 2列に並び， 26 

本の中 8本は 4本づっ隅葉に在るo 口吸盤は休

の前端腹面に位置し腹吸盤は体の前方約Iんの部に

在り，挙丸は体の後牛部に前後に並ぶ。陰翠嚢は

腹吸盤の後総を越えるととなく，内部に措護腺部

を認む。卵巣は前年ijLの前方正中糾上に在り，卯

No.5は議体破損のためillll/.E不能

Echinosto削“ Sp.2) 

〔註〕

c 

第 1園 Ascαriscapsularia Rudolphi，巴 1802

1…頭部 2…盲議 (C)を示す。
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第 31i;，)jに示す如くである。星雲jLは相接してほぼ

桁以l形を主し， rE中線上体のやや中央に位置する。

畢丸の直後にセメント腺も認められるが，童文及び、

形は不明で、遣うる。

の腸内寄生品シラザ若園一一ア

qt1 
P 

第 2 圃 Ecc伽 ostomαsp.
1・・頭冠背面同 (X32) ・2…頭冠腹面岡 (x32)

3…全形闘

黄腺は腹吸盤の後縁の高さより始まり，休の雨側

に分布し休後端近く絡る。皮膚小林は休の腹両

及び背面の前方を被ろ。 第 2表及び第 21!t，';1は

夫々その大きさ詑ぴに形態を表わしたものである。

種名に就ては猫疑問の黙があるので更に検討した

い。

Corynosomαstrumosum 

(Rudolbhi， 1802) 
全形闘及び吻鈎の形大き (X190)を示し， A，B，Cは

夫キ吻鈎の位置を現わす。

第 3圃“Echinostomαsp."の測定値

以上の如く著者はアザラシの 3替、寄生誌に就

ての形態を記載したが，今回著者が Ascariscapsu-

l<lriaをアザラシから殻見したととは一つの新しい

知見を得たものと信やる。岐に Baylis(1916)等に

よって報合されたものは海産の魚類より得たもの

であった。著者が本報台の胃頭に記した如く.，

のアザ、ラシは捕獲後約 1箇月間魚類を興えていた

ととからすれば，魚類に寄生した本最のアザラシ

体内への迷入をも-Jfif疑われるのであるが，従来

アザラシの寄生品と魚類のそれとが多く共通する

とと及び本品が魚体内と同様未だ幼型であったと

とからすれば，アザ、ラシは魚類同椋木晶の固有干f'i

主として考えるごとが受賞のようでるる。

終りに臨み，犬飼教授に敬意を表1..-，材料の

3.866-1.599 mm 

0.533 -0.399 mm 

0.292-0.142 mm 

26 

0.333-0.208 X 0.333-0.167 mm 

0.183 -0.049 X 0.133 -0.025 mm 
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C01'!llWSOm.(~ struUWStt1n (Rudolphi， 1802) 

Syn.: Echinorhynnchus strumosus Rudo!phi， 1802; 

E. hystrix Bremser， 1809; E. ventricosus Rudo!phi; 

E. gibbosus Rudo!phi; E. striatus Villot 1875; 

E. gibber O!sson 

符られた晶体は 21同体とも維で，外形は視棒

献を呈し，休の前牛は後半に比べて著しく膨大し

体長 6.1-5.6mm，体幅1.1-0.9mmである。吻は

凶fi'iHIたを主L，吻鈎は 5)う至 6列に並び，各列10

佃内外で，その大きさ及び形は著しく発異があり

3. 
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提供主主ぴに極々御指導を賜った山下助教佼に深謝

する。
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Resume 

The writer found some parasites in the intestine of a seal， PllOca vitulina Linnaeus， 1758， that was 

captured on the shore of Rumoe， Hokkaido， ill May of 1950 and died after several week君feeding.

The parasites were Ascaris catsularia Rudolphi， 1802 (5 specimens¥， . Echinosloma st. (44 specimens)， 

Corynosoma slrwllosum (Rudolphi， 1802) (2 specimens) and one unidentified cestode. 

The writer would like to point out an interesting fact that Ascaris catsula1"Ia is found from the intestine 

of the seal. 


